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  前報に引き続き，2008 年 5 月から 2008 年 10 月までの間の傾斜観測結果について報告

する．第１図に各観測点の分布とそのステーションコードを示す．第 2 図に各観測点にお

ける傾斜の毎時値を並べて示す． Baytap-G１）を用いて生データから潮汐成分を取り除い

ている．5 月 30 日の 12 時から 6 月 10 日の 14 時までの間のデータについては，データの

収録処理システムに障害が発生したために作図から除外している．各図の配置は，概ね，第

1 図に示す観測点の西方から東方に向けての順番としている．作図上のフルスケールは 10
μradian であり，下方向への変化が，南北成分は北下がり，東西成分は東下がりとなって

いる．また，第２図の下部には各図中の代表点における日降水量を示す．  
本期間中にも愛知県の東部で短期的なスロースリップが生じているが，この活動に伴う変

化については本会報内で別途報告されているので,ここでは省略する．SIZH で 9 月下旬に

異常な変化が生じている．変化は 23 日の 18 時頃から北東下がりで始まり，24 日の 6 時頃

まで続き，その後は1週間程度かけてほぼ元に戻っている．変化量は約0.2μradianである．

変化の原因についてははっきりしていない． 
第３図に MKBH における 1994 年 1 月 1 日から 2008 年 11 月 30 日までの間の傾斜記

録を示す．この記録では，1994 年から 2000 年までの間に生じている直線的なトレンドを

取り除いており，また，この期間以降のデータに対しても同じトレンドを延長して取り除い

ている．この観測点では東海地域で生じた長期的なスロースリップに伴う変化を捉えている

が，2004 年の中頃にこのスリップが収束して以降は僅かな東下がり（西上がり）の変化と

なり， 2006 年の中頃からは東南東下がり（西北西上がり）に変わり，その後も東南東～南

東下がり（西北西～北西上がり）の変化が生じていることを述べてきたが２）３），同じ方向

への変化が引き続いて生じている． 
 MKBH から東方へ約 15ｋｍ離れた位置に国土地理院の引佐 GPS 観測点があるが，この

観測点の記録でも MKBH と同じ時期に変化の方向が変わっているように見受けられる５）．

両観測点で同じ現象に伴う変化を捉えているものと思われる．国土地理院による 2006 年 1
月以降の GPS 観測データを用いた解析結果では，伊勢湾の周辺で極わずかな南東向きのス

リップが生じており，これに伴う地盤の隆起域が MKBH の北北西に位置することが報告さ

れており４），MKBH における東南東～南東下がりの傾斜変化はこの結果と調和することを

述べてきた３）．しかし引佐以外の GPS 観測点では MKBH の変化に対応する変化は生じて

いないようであり，MKBH における変化は伊勢湾周辺の活動に対応したものでは無いよう
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Fig.1 Distribution of crustal tilt observation stations. 

である． MKBH 及び引佐観測点の近傍で，スロースリップが局所的に生じている可能性

が示唆される． 
（山本英二） 
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Fig.2(a) Hourly plots of tilt data from May 1 - Oct. 31, 2008. 
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Fig.2(b) Continued 
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Fig.2(c) Continued 
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Fig.2(d) Continued 
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Fig 3 Detrended tilt record at MKBH from Jan. 1, 1994 to Nov. 12, 2008. 
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